
北海道社会保険病院 

 

所属メンバー 

・澤田 博行  (周産期センター長・主任部長、昭和 51 年卒) 

・中山 承代  (昭和 56 年卒) 

・岩田 正道  (小児科部長、昭和 62 年卒) 

・岡嶋  覚  (新生児科部長、平成 2年卒) 

・古山 秀人  (小児科部長、平成 4年卒) 

・椿  淳子  (平成 4年卒) 

 

 

 

卒後臨床研修医 

 2 名  ・下村 真毅(平成 21 年卒)  ・本庄 遼大(平成 22 年卒) 

 

 

 

専門外来 

・発達、フォローアップ外来 (澤田・岡嶋覚)  (×5/週) 

・内分泌外来 (椿)  (×1～2/週) 

・喘息・アレルギー外来 (中山)  (×3/週) 

・心臓外来 (古山)  (×3/週) 

・神経外来 (岡嶋真)  (×1/週) 

・腎臓外来 (楠)  (×1/4 月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



北海道社会保険病院 

 

病院全体の医師数             72 人 (研修医除く) 

小児科医師数               6 人 (研修医除く)  

 

病院全体の病床数  358 床 

小児科病床数(NICU、ベビーを除く)  27 床 

NICU 病床数  8 床 

新生児病床数(NICU を除く)  9 床 

 

NICU としての認定      あり       

 

平均小児科外来数  95.0 人/日 

平均時間外外来数  4.7 人/日 (小児科医が診察したものです) 

 

年間入院患者数  1,327 人/年  

年間のべ入院患者数  10,804 人/年 (入院患者数×入院日数) 

年間時間外入院患者数  503 人/年 

 

年間分娩数  598 人/年 

年間低出生体重児(2,500g 未満)数  132 人/年 

極低出生体重児(1,500g 未満)数 25 人/年 

年間呼吸管理患者数 36 人/年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



北海道社会保険病院 

 

論文・著書など 

 

1. 横堀雄太: 目で見る小児科 先天性皮膚洞に硬膜下膿瘍を合併した男児例. 小児科 

53 :527-528, 2012 

2. 中山承代: 子どもの虐待 小児科の立場から. 札医通信 538: 4-6, 2012 

3. 下村真毅: 耳下腺炎を合併した川崎病の 1例. 小児内科 44: 1732-1734, 2012 

4. 大島由季代: 目で見る小児科 鈴による食道異物の 1例. 小児科 53: 1387-1388, 2012 

5. 澤田博行: 札幌市におけるより良い乳幼児健診へ向けた研究(第 1 報) . 札医通信 第

37 回札幌市医師会医学会誌 279: 169-170, 2012 

 

 

 

学会発表 

 全国学会 

 

1. 下村真毅: 耳下腺炎を合併した川崎病の 1例. 第 115 回日本小児科学会学術集会、福岡

市、2012/4/20-22 

 

 

 

 地方学会 

 

1. 下村真毅: Clostridium difficile 感染症の 5 例. 日本小児科学会北海道地方会第 284

回例会、旭川市、2012/6/24 

2. 下村真毅: 急性膵炎を合併したロタウイルス感染症の 1例. 日本小児科学会北海道地方

会第 285 回例会、札幌市、2012/12/2 

3. 本庄遼太: 呼吸鎖酵素活性分析で診断に至ったミトコンドリア呼吸鎖異常症の 1例. 第

10 回豊平河畔小児医療研究会、札幌市、2012/11/8 

4. 下村真毅: 関節炎を初発とし、診断に苦慮した不全型川崎病の 1 例. 第 10 回豊平河畔

小児医療研究会、札幌市、2012/11/8 

 

 

 

 



その他社会貢献など 

 

1. 札幌市におけるより良い乳児健診へ向けた研究 第 2報. 第 28 回札幌市医師会医学会、

札幌市、2013/2/17(澤田博行) 

2. 新生児の呼吸障害. 平成 24 年度 周産期センター勉強会(地域の産婦人科と当院周産期

センターの勉強会) 第 2 回(岡嶋 覚) 

3. 先天性心疾患について. 平成 24 年度 周産期センター勉強会 第 3回(古山秀人) 

4. 母子衛生研究会主催の「新米ママの育児講座」の企画、運営の助言、講師派遣および講

演など(澤田博行) 


